
令和８年度の課題 「ホテル」 2026年9月7日：建築資格研究会

表１　建築計画（1）
NO 予測問題

1

施設アプローチ
予測課題１

動線計画
予測課題１

ゾーニング

（1）施設アプローチ
・北西に歩道と駅があることから、利用者の施設への
　アプローチは北西側に近い北と西の道路からとした。
・管理者のアプローチは、北東（サービス用駐車場含む）
　からとして利用者との動線交錯を避けるようにした。
・駐車場は南西（車椅子利用者用含む）、駐輪場は北西
　位置とし、出入口へアプローチしやすい位置とした。

（2）宴会場への飲食の動線計画
・宴会場への飲食等の供給では、レストラン厨房から
　パントリーへ運び、そこから各宴会場へ迅速に提供
　できるようにするため、レストランとパントリーと
　宴会場を同一階（２階）で計画した。
・宴会場（パーティや会議等）で飲食等が必要な場合、
　近傍に計画したパントリーから供給できる計画とした。

（2）ゾーニング
・利用者は西側に配置し、管理者は東側に分離する
　ことで、明確なゾーニング計画とした。

2

車アプローチ

車回し

車寄せ
予測課題２

（1）車アプローチ
・西側にある共用駐車場と北側道路からのアプローチを
　考慮し、車回しは、敷地内の北西部に計画した。

（2）車回し
・駐車場は、12ｍ円となる車回しの一角に計画し、容易
　な駐車と建物へ移動ができるように計画した。

（3）車寄せ
・車寄せは、建物の出入口の直近として、利用者が雨に
　濡れないで建物へ入れるようキャノピーを設けた。

3 施設の設い
予測課題１

4
３層吹抜の
　防火区画
予測課題２

5

セキュリティ
予測課題１

バリアフリー
予測課題２

避難経路

R８計画の要点等まとめは丸暗記して下さい
（文章の丸暗記も良いが、内容が理解できれば本試験で書ける）

解答例

（1）市民交流スペースの使用方法・設い
・市民交流スペースは、市民が文化交流できるように「市民展示コーナー」と「市民学習コーナー」を計画した。
・市民展示コーナーでは、様々な作品を展示できるように「展示机」を計画した。
・市民学習コーナーでは、生涯学習（絵画や彫刻等）ができるように流し台と長机を常設させた。
※ここは各自が自分の計画に基づき自由に書きます。

・３層吹抜けは、防火区画として竪穴区画であり、更に面積区画でもあることから、特定防火区画
　となる防火防煙シャッター（SS特）を各階に計画した。
・防火防煙シャッターにより防火区画とした空間では、避難時に施設利用者等が避難可能なように
　くぐり戸（特定防火設備）を計画した。
・本計画では、主出入口の正面に56㎡の吹抜け空間を３層に至り設けることとしたが、防火区画上
　の優位性と経済性を考慮して、３層全ての東西壁面は開口部のない鉄筋コンクリート壁とした。

（1）セキュリティ
・セキュリティの観点からフロントの位置は、①北側出入口、西側出入口が見える場所、②エスカレーター利用者が見える位置、
　③エレベーター利用者が見える位置とした。
・施設利用者が直ぐにフロントを確認できるように、その場所は、１階エントランスホールの中央部に配置した。

（2）バリアフリー（ユニバーサルデザイン含む）
・車椅子利用者用駐車場は、主出入口の近くに計画し、段差が生じないように水勾配での高低差を解消した。
・１階と地下１階の利用者ゾーンには、車椅子利用者用等が利用できるように多機能便所を計画した。
・多機能便所は、誰もが見たことのあるシンプルで分かりやすいトイレサイン（ピクトグラム）を採用した。

（3）避難経路
・避難階段までの廊下は、見通しのよい直線で計画し、片側居室は1.2ｍ以上、両側居室は1.6ｍ以上の廊下幅を確保した。
・予測課題３のトレーニング室は、非常時に一般利用者が２方向避難できるように非常時開放扉を計画した。

計画の要点等は、「要求図面では表せない建築物の計画上の要点等について具体的に記述する」で出題される。

ここでは、見やすいように建築計画、構造計画、設備計画、環境負荷の４項目に分けて取りまとめている。

本内容は、試験で「80％以上的中」を目標にし、過去10年間で目標達成していることから丸暗記してご利用下さい。

SS特

吹抜け

廊下

屋外

管理者出入口

利用者出入口

利用者出入口

管理者ゾーン

利用者ゾーン

予測課題１の１階平面図

予測課題２の１階平面図

道路

隣地駐車場

車回し

車寄せ

駐車場

本内容は会員講座で公開



表１　建築計画（2）

NO 予測問題

6 アトリウム
予測課題３

７層吹抜けとなるアトリウム空間の配置計画は、施設入館者が最初に
開放的な空間を感じられるよう主出入口から風除室の直近となる位
置に計画した。

アトリウム空間の空調は、１階の居住空間のみで良いので、２階天井
裏からノズル吹出しにて１階への空調とし、アトリウム空間の最上部に
ある開閉式トップライトによる重力換気と併用で活用した。

アトリウム空間は、竪穴区画であり面積区画でもあることから、１階から
７階までの室内に面する各部位と特定防火設備の防火防煙シャッ
ター（SS特）または開口部への特定防火設備（特）で区画した。

7 振動・騒音対策
課題無し

・床スラブの厚さは、重量床衝撃音及び歩行振動への対策
　として200ｍｍとした。

・床の仕様は、振動及び騒音対策を考慮した防音性能の
　高いタイルカーペットを採用した。

・下階の天井は、上階からの振動及び騒音が下階へ
　伝わりにくいように、防振吊り金具を採用した。

8 エスカレーター
予測課題１

・エスカレーターは、吹抜け部もあることから外からの視認性に配慮
　し、施設内の北西部に配置して、その周囲の北側と西側には全面
　ガラスとなるファサードとし、エスカレーター周囲全体を吹抜け
　空間とした。

・エスカレーターの周囲は全て吹抜け部であることから、その吹抜け
　部を含めて防火区画とする計画とした。

・１階及び２階の吹抜け部には、防煙防火シャッターを設けて、避難
　のためのくぐり戸も計画した。

・エスカレーターの勾配30度以下であることから１階の階高６ｍより
　エスカレーターの距離は、√3×6ｍ＝10.392よりエスカレーター
　距離を10.5ｍとした。
・エスカレーターの幅は、上昇用1.5ｍ、下降用1.5ｍとした。

9

ペリメーターゾーン
の断面詳細
予測課題３

① 建築計画
天井高、天井ふところ
法、内装仕上げ、断熱

材、サッシ仕様

② 構造計画
柱、梁、床の断面寸法

③ 設備計画
空調、換気、照明

10 その他計画
課題無し

解答例

① 窓口事務スペースは、施設利用者等が利用しやすいように１階出入口から近傍に計画した 。
② 窓口カウンターは、車椅子利用者も利用できるようにローカウンターとハイカウンターの組合せで計画した。
③ 地下１階に設備室がある場合は、設備機器の搬出入及びメンテナンスのためドライエリアを計画した。
④ 屋外駐輪場の通路幅は、安全性から２ｍを確保した。
⑤ 屋内駐輪場は、安全性を考慮して異種用途区画とし、エントランスホールとの扉を特定防火設備とした。

エスカレーターの勾配30度以下となる部分の距離10.5ｍ本内容は会員講座で公開



表２　構造計画（1）
NO 予測問題

1

構造種別

架構形式

スパン割り

部材の断面寸法
予測課題１

（1）構造種別：鉄筋コンクリート造

・不特定多数が利用することから耐火性、耐久性、
　耐震性、遮音性に優れている鉄筋コンクリート造とした。

（2）架構形式：純ラーメン架構

・架構形式は、計画の自由度が高く各要求室に対応
 しやすくなることから、純ラーメン架構を採用した。

（3）スパン割り ：新設部はＸ方向Ｙ方向において７ｍ×８ｍのスパン

・スパン割りは、主体部の単位構造グリッドを経済的規模
 とするため、60㎡以下になるように計画した。
（無柱空間は、14ｍのプレストレストコンクリート梁（ＰＣ梁）とした。）

（4）部材の断面寸法（ｍｍ）

・大梁：500×800　（ＰＣ梁：500×1000～500×1200）

・小梁：300×600

・柱：750×750　（ＰＣ受け柱は鉄筋量増加：750×750）

・壁：200　（地下の土接触部の外壁：300）

・床：200

2

既存部と新設部の
エキスパンション
ジョイント
予測課題１

・平面的な既存部と新設部の離隔を２ｍと、エキスパンションジョイント
　位置を既存部柱芯から0.5ｍの位置とした。
・エキスパンションジョイントのクリアランスは、大地震時へ対応できる
　距離とするため、エキスパンションジョイントに接する高さ
　10,600の1/50＝212ｍｍを確保した。

3

ベタ基礎

地盤改良
図は予測課題３

（1）ベタ基礎
・基礎方式は、不同沈下が生じにくく、ピット部を
　設備配管等に利用できるベタ基礎を採用した。

（2）地盤改良
・既存建築物撤去範囲は、GL-5ｍまでがＮ値５
　程度の軟弱地盤であることから、経済性に配慮
　して軟弱地盤部分のみを地盤改良（セメント系）
　することとした。

4 杭基礎
図は予測課題１

・GL-20ｍにＮ値50以上の砂礫層があることから、
　ここを支持地盤とし、杭基礎を計画した。

・杭基礎は、既製コンクリート杭（φ１ｍ）を
　支持地盤の下部１ｍまで打ち込む計画とした。

・地盤の支持力を高めるため基礎の底面は、
　幅広くしたフーチングを計画した。

5 布基礎
図は予測課題２

・車寄せのキャノピーの柱は、経済性から布基礎
　（独立基礎）をGL-1.5ｍまで計画した。

・布基礎の下部が軟弱地盤である場合は、
　安定地盤まで地盤改良で対応した。

6
耐震安全性の
目標値
課題無し

（1）耐震安全性の目標値
・耐震安全性の目標値：構造体の分類Ⅱ類（重要度係数1.25）

（2）耐震計画
・本建物は、大地震後に構造体の大きな補修をすることなく
 使用できるように構造体の分類Ⅱ類とした。
・建物全体の計画では、局所的な変形がおきないようにすること
 で耐震性が高まることから、平面的に整形になるように計画した。
・柱と梁とのフレーム構造により剛性を確保する構造である
 ことから、短柱、短梁にならないように計画した。

【参考資料】
地震時の耐震安全性の目標値では、構造体としてⅠ類（構造
体補修無し）、Ⅱ類（構造体大きな補修無し）、Ⅲ類（構造体部
分的な補修有り）があり、本建物は不特定多数が利用する等か
らⅡ類が妥当である。
重要度係数とは、建物の設計時に地震力を割増す係数のこと
であり、Ⅰ類（1.5）、Ⅱ類（1.25）、Ⅲ類（1.0）である。

解答例

予測課題２の地下１階平面図

地下１階の床面

支持地盤の下部

１ｍまで打込み

地盤改良（埋戻し土）

布基礎（独立基礎）

エキスパンションジョイント

本内容は会員講座で公開



表２　構造計画（2）

NO 予測問題

7  勾配屋根の架構
予測課題２

・勾配屋根は、構造的に安定させるため、建物中心から
　８ｍスパンで南北に均等となるラーメン架構とした。

・勾配屋根のスラブは厚さ200ｍｍとし、屋根の勾配は
　太陽光パネルの設置も考慮して3/10とした。

・勾配屋根の梁は、８ｍスパンの大梁が構造的に安定
　するように、中間となる４ｍ位置に小梁を計画した。

8
高天井の天井等落
下防止対策
課題無し

・吊り材は１㎡当たり１本以上を釣合い良く配置して
　Ｖ字型ブレースとして接合金物をネジ止めで固定した。

・天井端部の壁とのクリアランスは、地震時の接触崩落を
　防止するため、６ｃｍ以上を確保した。

・天井面の構成部材等の単位面積質量は、軽量化を図る
　ため、20ｋｇ/㎡以下とした。

9 屋上庭園のスラブ
予測課題３

・スラブ段差は、２階床から200ｍｍの段差とし、
　ウッドデッキによる２階床との段差が生じない計画とした。

・防水対策は、屋上庭園の段差スラブの上に、耐久性の
　高いアスファルト防水を計画した。

・植樹対策は、押さえコンクリートの上に耐根層を設け、
　スラブへの重量軽減から人工軽量土壌を採用した。

10 大浴場のスラブ
予測課題３

・浴槽は、脱衣室FLから-500ｍｍのスラブ段差とし、
　剛性を保つために小梁（300ｍｍ×600ｍｍ）を設けた。

・洗い場スラブは、脱衣室FLから-200ｍｍとし、脱衣室との
　段差がないようにコンクリート200ｍｍを増打ちとした。

・床スラブは、脱衣室FL、洗い場FL-200、浴槽FL-500で
　あり、洗い場増打ちにより脱衣室と同じレベルとした。

11

ＰＣ梁

小梁の架け方

スラブ
課題無し

12 免震構造
課題無し

・免震材料の種類は、施工性、イニシャルコストに
　有利な鉛プラグ入り積層ゴム支承を採用した。

・外周部のクリアランスは、想定最大変位を40ｃｍとし、
　柱型外部と基礎立上り部のクリアランスを50ｃｍとした。

・エキスパンションジョイントは、外周中心から1.5ｍの
　距離に、せり出しエキスパンションジョイント を設けた。

解答例

（1） プレストレストコンクリート梁 （ＰＣ梁）
　ＰＣ梁は、長スパンでもたわみやひび割れを抑制するため、500ｍｍ×1000ｍｍの断面寸法とし、ＰＣ梁を受ける柱は、他の柱と
　同様に750ｍｍ角としたが、鉄筋量を増加させて安全に支持できるようにした。

（2） 小梁の架け方
　小梁の架け方は、応力が過大とならないように４ｍ以下の間隔で計画した。

（3） スラブ
　スラブは、上下階の遮音性能および水平剛性を確保するため、厚さ200ｍｍとした。

庭園室内

２階床

大梁（南北８ｍスパン）

小梁スラブ（200ｍｍ）

８ｍ ８ｍ

本内容は会員講座で公開



表３　設備計画（1）
NO 予測問題

1 客室の空調方式
予測課題１

2 受水槽
予測課題３

3 設備シャフト
課題無し

・屋上の太陽光発電システムや非常用自家発電設備等へ
 電気供給するためのEPSは各階同位置で計画した。

・客室の給排水設備計画のPSは、２室の中間に計画し
 各階同位置で計画した。

・自然排煙に対応できない居室は、機械排煙としたため
 屋上排煙機からの排煙ＤＳを各階同位置に計画した。

4 給湯設備
課題無し

5 照明器具
予測課題２

6 地震災害の対応
予測課題３

7 その他設備
課題無し

・屋上に設置する外気処理空調機は、新鮮空気を供給するためＤＳへ近い距離になる位置で計画した。

・屋上に設置する空冷ヒートポンプチラーは、冷温水を供給するためＰＳへ近い距離になる位置で計画した。

・客室内のファンコイルユニットは、外周部の負荷を処理できるよう窓面下部の位置に計画した。

　受水槽の寸法：　横　４ｍ（２分割）　　　　　縦　３ｍ　　　　　高さ　２ｍ
・受水槽の６面点検をスムーズに行うため周囲４面と下部60ｃｍ以上、上部1ｍ以上のスペースを確保した。
・受水槽の清掃等を行う場合であっても、断水しないで給水できるように、受水槽を２分割の仕様とした。

・給湯方式は、複数台によるガスマルチ給湯機として、効率的に給湯需要に対応しランニングコストの低減を図るようにした。
・ガスマルチ給湯機は、潜熱回収型として排ガスの熱を回収することにより、熱効率の向上を図りガス使用量を削減した。

・浴槽用の循環ろ過装置は、微細な空隙の少ない天然砂をろ材とする砂ろ過方式を採用した。
・ろ過機械室は、配管が長くなり圧力損失や熱損失が過大にならないように大浴場に近接させて配置した。

・客室内のファンコイルユニットは、外周部の負荷を処理できるよう窓面下部の位置に計画した。

・屋上に設置する設備機器は、コンクリートスラブから架台を設けて防振架台をアンカーボルトで固定した。

・停電対応は、屋内消火栓の電源である非常用自家発電設備を活用する計画とした。

・屋上に太陽光発電設備を設けて、初期段階の非常用電源として蓄電池の電源も利用する計画とした。

① 排気ダクトは、厨房の近傍に各階同一でＤＳルートにて計画した。
　 排気ファンの設置位置は、臭気および騒音に配慮して屋上に設置した。

② 排水管は、通気管を接続してトラップ封水切れを防止すると共に、通気管末端は屋上の臭気等影響しない位置に計画した。

③ ＯＡ機器（コンピュータ等）は、急な停電等に対応するためＵＰＳ（無停電電源装置）を設置した。

解答例

照明器具の配置は、

室内全体の照度を保

つため、バランスよく

配置した。

照明器具は、省エネ

ルギーに寄与するＬＥ

Ｄライン照明器具を採

用した。

照明器具間の距離は、

室内照度を考慮して２

ｍピッチになるように

計画した。

閲覧席の上部は、書

籍等が見やすくなるよ

うにＬＥＤダウンライト

照明を採用した。

２ｍ ２ｍ

受水槽
（２ｍ）

４ｍ

階高

１階床

２階床（スラブ厚さ0.2ｍ）

上部１ｍ以上（図は1.2ｍ）

下部0.6ｍ以上（図は0.6ｍ）
（下部１ｍは階高４ｍなら納まらない）

受水槽断面図

ポンプ

受水槽

（２分割）

周囲離隔60ｃｍ以上（作図は１ｍ）

７ｍ

６ｍ

受水槽：４ｍ×３ｍ×高さ２ｍ

受水槽平面図

６～７ｍ

本内容は会員講座で公開



表４　環境負荷
NO 予測問題

1 アクティブ技術
予測課題２

2 パッシブ技術
予測課題１

3 屋根勾配
予測課題２

4 その他技術
課題無し

解答例

・空調負荷抑制のため高効率空調機（ビルマルチＨＰ空調機）を採用し、空調機の電力消費量を削減した。
・新鮮外気の供給となる換気は全熱交換器を採用し、二酸化炭素濃度センサーによる外気導入量制御とした。

・照明器具は、省エネルギー性の高いＬＥＤ照明を採用することにより、電力消費量を削減した。
・便所など人の出入りの少ない場所の照明は、人感センサー連動照明を採用し、電力消費量を削減した。

・屋根に太陽光発電パネルを設置し、太陽エネルギーを有効利用することで省エネルギー対策とした。
・発電した電力は、昼間のピーク電力負荷の削減を図り、蓄電池を設けて建物内で利用する計画とした。

※アクティブ技術とは、機械的な手法を用いた省エネ等の技術である。

・建物の外壁部及び屋上部の断熱材は、高性能な断熱材を採用することにより、室内の省エネルギー及び
　二酸化炭素排出量抑制に配慮した。

・東西側窓には外部設置の垂直ルーバー、南側窓には外部設置の水平ルーバーを設置し、窓から侵入する
　日射負荷の低減を図った。ただし、既存部の東側窓は外壁面保存のため内部設置の垂直ルーバーとした。

室の窓は、窓ガラスから熱の流入を防止するためLow-E複層ガラス（室外側ガラスをLow-E金属膜で
　コーティングし太陽熱線を約60％カットする仕様）を採用した。

※パッシブ技術とは、機械的な手法を用いない省エネ等の技術である。

・勾配屋根の南側には、太陽光発電パネルを設置して創エネルギーによる室内の電力費削減を図った。

・３層吹抜けの上部の勾配屋根部には、開閉式トップライトを計画し自然換気、自然通風により省エネを図った。

・勾配屋根の裏側には、熱負荷を抑制するため断熱性に優れている硬質ウレタンフォーム断熱材を設置した。

① 便器等の衛生器具は、節水型及び人感センサー型を採用して、使用水量の削減を図った。

② ピットを利用して雨水を貯留し、消火用水として利用することで節水対策とした。

③ 二酸化炭素排出量削減のため、低炭素型コンクリート及び内装材に多くの木材を採用した。

④ 外部からコンクリート躯体を伝わり侵入する熱を抑制するため、高性能断熱材による内断熱仕様とした。

⑤ 直射日射による屋根から最上階への熱の侵入を抑制するため、屋上には屋上緑化を計画した。

硬質ウレタンフォーム断熱材太陽光発電パネル
開閉式トップライト

本内容は会員講座で公開


